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　還
暦
の
お
祝
い
と
い
え
ば「
赤

い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」を
イ
メ
ー

ジ
す
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
先
日
、
父
が
還

暦
を
迎
え
、
家
族
で
お
祝
い
を

し
ま
し
た
▼
今
の
60
歳
は
若
々

し
く
、
還
暦
祝
い
は
長
寿
の
お

祝
い
と
い
う
よ
り
も
人
生
の
節

目
を
お
祝
い
す
る
と
い
う
意
味

合
い
が
強
く
な
っ
て
い
る
た
め
、

赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
を
着
る

と
い
う
風
習
は
な
く
な
り
つ
つ

あ
る
よ
う
で
す
▼
我
が
家
で
は
記
念
写
真
を
撮
る
た

め
羽
織
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
や
は
り
特
別
感
が

あ
り
、
お
祝
い
の
雰
囲
気
が
盛
り
上
が
り
ま
す
。
父

の
嬉
し
そ
う
な
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
少
し
は
親

孝
行
で
き
た
か
な
と
思
い
ま
す
。

﹇
㈱
Ｐ
・
Ｃ
・
Ｇ
テ
ク
ニ
カ

　事
業
推
進
室

　川
端
﹈

―― 還暦祝い ――（第16回）

　
（
一
社
）
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
業
協
会
が
公
表
し
た
２
０
２ 

１
年
「
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
受
託
動
向
調
査
」
結
果
に
よ
る
と
、

４
月
１
日
時
点
に
お
け
る
同
協
会
会
員
３
５
３
社
の
管
理
受

託
実
績
は
10
万
１
１
３
５
組
合
、
11
万
９
８
６
６
棟
・

６
２
６
万
７
０
４
７
戸
と
な
り
ま
し
た
。
管
理
組
合
数
が

10
万
組
合
を
超
え
た
の
は
初
め
て
で
す
。

　

前
年
実
績
と
比
べ
る

と
、
組
合
数
は
１
５
４
７

組
合
（
１
・
６
％
）
増
加
、

棟
数
は
１
４
８
０
棟（
１
・

３
％
）増
加
、戸
数
は
９
万 

４
９
５
３
戸
（
１
・
５
％
）

増
加
し
ま
し
た
。
受
託
物

件
の
う
ち
、
都
市
型
物
件

は
10
万
５
１
３
組
合
（
前

年
比
１
・
６
％
増
）、
11
万 

９
０
９
８
棟（
同
１
・
３
％

増
）・
６
１
９
万
７
０
３ 

５
戸
（
同
１
・
６
％
増
）

と
な
り
、
い
ず
れ
も
前
年

実
績
を
上
回
り
ま
し
た
。

　

一
方
、
リ
ゾ
ー
ト
型
物

件
は
６
２
２
組
合（
同
０
・

８
％
増
）、７
６
８
棟
（
同

０
・
５
％
減
）・
７
万
12
戸

（
同
０
・
６
％
減
）
と
棟
・

戸
数
で
減
少
し
ま
し
た
。

　

地
区
別
の
受
託
状
況

で
、
戸
数
増
加
率
の
全
国

平
均
（
１
・
５
％
）
を
上

回
っ
て
い
た
の
は
北
陸
地

区
（
３
・
６
％
増
）、
中
国

地
区
（
３
・
２
％
）、
四
国

地
区
（
２
・
７
％
）、九
州
・

沖
縄
地
区
（
２
・
６
％
）、

東
海
地
区
（
１
・
６
％
）

の
５
地
区
。
ま
た
、
マ
ン

シ
ョ
ン
が
集
中
し
て
い
る

首
都
圏
の
受
託
状
況
は

６
万
５
４
５
２
棟
（
前
年

比
１
・
０
％
増
）・
３
３
３ 

万
４
３
３
２
戸
（
同
１
・

３
％
増
）
で
、
全
国
の
受

託
総
戸
数
の
53
・
２
％
を

占
め
て
い
ま
す
。

　

会
員
の
受
託
戸
数
規
模

別
は
、
３
０
０
０
戸
未
満

が
１
７
２
社（
前
年
比
０
・

５
％
減
）
で
全
体
の
48
・

５
％
と
半
数
近
い
状
況
で

す
が
、
５
割
を
下
回
っ
た

の
は
３
年
連
続
と
な
っ
て

い
ま
す
。
１
万
戸
以
上
を

受
託
し
て
い
る
会
員
は
86

社
（
同
１
・
１
％
増
）
で

し
た
。

　

ま
た
受
託
実
績
が
前
年

と
比
べ
て
増
加
し
た
の
は

１
７
５
社
で
、
前
年
よ
り

４
社
増
加
し
、
減
少
し
た

の
は
61
社
と
前
年
よ
り
６

社
減
少
し
ま
し
た
。
増
減

が
な
か
っ
た
の
は
１
１
３

社
で
、
前
年
と
同
数
で
し

た
。

　

受
託
経
緯
に
つ
い
て

は
、
新
築
物
件
（
竣
工
か

ら
１
年
以
内
）
が
棟
数
比

で
64
・
４
％
（
前
年
比
１
・

２
％
減
）、既
存
物
件
（
竣

工
後
１
年
超
）は
35
・
６
％

（
同
１
・
２
％
増
）
と
な
り

ま
し
た
。
既
存
物
件
受
託

に
お
け
る
受
託
経
緯
の
内

訳
は
、
棟
数
比
で
他
社
管

理
物
件
か
ら
の
受
託
が

57
・
９
％
（
同
０
・
３
％

増
）、
自
主
管
理
物
件
か

ら
の
受
託
が
８
・
９
％（
同

０
・
１
％
減
）、事
業
譲
渡
・

合
併
に
よ
る
受
託
が
21
・

０
％
（
同
２
・
４
％
減
）。

受
託
先
別
で
は
、
系
列
企

業
か
ら
の
受
託
が
44
・
３ 

％
（
同
０
・
４
％
増
）、
非

系
列
企
業
か
ら
の
受
託
が

52
・
７
％
（
同
１
・
３
％

減
）、
自
社
分
譲
が
３
・
０ 

％
（
同
１
・
０
％
増
）
で

し
た
。

　

２
０
２
１
年
度
中
に
新

規
で
管
理
受
託
を
予
定
し

て
い
る
会
員
は
１
４
３
社

で
、
受
託
予
定
物
件
は
１ 

２
８
８
棟
・
９
万
２
３
６ 

８
戸
と
、
前
年
の
受
託
予

定
物
件
数
と
比
べ
る
と
80

棟
・
５
０
２
４
戸
減
少
し

て
い
ま
す
。

受
託
　

管
理
数

10
万
組
合
超
え
る

21
年
マ
ン
シ
ョン
管
理
業
協
会
調
査

厚労省

建
築
物
衛
生
法
関
連
法
令
改
正
準
備
へ

　

厚
生
労
働
省
は
こ
の
ほ

ど
、「
建
築
物
衛
生
管
理
に

関
す
る
検
討
会
」
の
検
討

結
果
を
取
り
ま
と
め
、
報

告
書
と
し
て
公
表
し
ま
し

た
。
今
後
、
関
連
政
省
令

の
改
正
に
向
け
た
準
備
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

　

同
検
討
会
は
、
特
定
建

築
物
の
要
件
と
建
築
物
環

境
衛
生
管
理
基
準
の
見
直

し
を
視
野
に
設
置
さ
れ
、

主
に
建
築
物
環
境
衛
生
管

理
技
術
者
の
兼
任
要
件

と
、
室
内
空
気
質
を
中
心

と
し
た
建
築
物
環
境
衛
生

管
理
基
準
に
つ
い
て
検
討

し
て
き
ま
し
た
。

　

報
告
書
で
は
、
建
築
物

環
境
衛
生
管
理
技
術
者
の

兼
任
要
件
に
つ
い
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
活
用
を
前
提
に
緩

和
の
意
向
を
示
し
ま
し

た
。
具
体
的
に
は
、
①
１

人
の
管
理
技
術
者
は
同
時

に
複
数
の
特
定
建
築
物
を

兼
任
で
き
な
い
と
の
原
則

と
、
例
外
的
に
兼
任
で
き

る
と
す
る
条
件
お
よ
び
上

限
数
に
関
す
る
規
定
を
廃

止
②
特
定
建
築
物
所
有
者

な
ど
と
管
理
技
術
者
と
の

合
意
が
あ
れ
ば
、
複
数
の

特
定
建
築
物
の
管
理
技
術

者
の
兼
任
可
能
―
―
な
ど

に
な
り
ま
す
。

　

建
築
物
環
境
衛
生
管
理

基
準
に
つ
い
て
は
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
な

ど
の
室
内
空
気
質
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
、
①
一

酸
化
炭
素
含
有
率
規
準
に

つ
い
て
、「
１
０
０
万
分
の

10
以
下
」
を
「
―
―
６
以

下
」
に
見
直
し
、
大
気
中

の
一
酸
化
炭
素
濃
度
が
高

い
場
合
の
特
例
を
廃
止
②

低
温
側
の
室
内
温
度
を

「
17
度
以
上
」か
ら「
18
度
」

に
見
直
し
③
Ｐ
Ｍ
２
・
５

の
建
築
物
衛
生
法
へ
の
追

加
、
二
酸
化
炭
素
濃
度
の

基
準
値
の
あ
り
方
な
ど
は

継
続
検
討
―
―
な
ど
と
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
定
建
築
物
の

要
件
に
つ
い
て
、「
延
べ
面

積
２
０
０
０
㎡
以
上

３
０
０
０
㎡
未
満
の
建
築

物
」
に
対
し
て
、
直
ち
に

特
定
建
築
物
と
同
等
の
維

持
管
理
を
一
律
に
義
務
付

け
る
の
で
は
な
く
、用
途
・

種
別
に
よ
る
リ
ス
ク
内

容
・
度
合
い
に
応
じ
た
、

建
築
物
所
有
者
な
ど
に
よ

る
維
持
管
理
の
促
進
に
つ

い
て
、
引
き
続
き
検
討
が

必
要
だ
と
し
ま
し
た
。

2021 年マンション管理受託実績
2021 年 4 月 2020 年 4 月 前年比

受託組合数 101,135 99,588 1.6%

うち都市型物件 100,513 98,971 1.6%

受託棟数 119,866 118,386 1.3%

うち都市型物件 119,098 117,614 1.3%

受託戸数 6,267,047 6,172,094 1.5%

うち都市型物件 6,197,035 6,101,648 1.6%

2021 年地区別マンション管理受託状況

2021 年 4 月

棟数 前年比 戸数 前年比

北海道 3,592 0.6% 180,639 0.9%

東北 2,155 0.9% 123,425 1.3%

関東 66,584 1.0% 3,413,138 1.3%

首都圏 65,452 1.0% 3,334,332 1.3%

信越 669 0.9% 49,326 0.6%

北陸 484 2.3% 24,455 3.6%

東海 9,650 1.4% 406,106 1.6%

近畿 22,938 1.6% 1,406,793 1.5%

中国 3,597 2.2% 176,640 3.2%

四国 1,213 2.4% 64,240 2.7%

九州 ・ 沖縄 8,984 2.2% 422,285 2.6%

合計 119,866 1.3% 6,267,047 1.5%

いつの時代もRIDGID《リジッド》はプロフェッショナルのために

〒224-0026 神奈川県横浜市都筑区南山田町4105
TEL : 045-534-8243　FAX : 045-624-9123　mail : cesridgid@ces-net.com

〒140-0002 東京都品川区東品川1-2-5 リバーサイド品川港南ビル5階
TEL : 03-5769-6953　FAX : 03-4496-4286　mail : RIDGID-CS@emerson.com
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株式会社コア･エレクトロニックシステム リジッド製品修理センター
●修理に関するお問合せ

日本エマソン株式会社　リッジ事業部

手動・電動両
用

オートフィー
ド 小型で

汎用性が高い

プロ用

●製品に関するお問合せ

新製品
〈Facebook〉 〈Instagram〉

パワースピン＋
品番：57043
適応管径：φ20～40mm
￥11,550（税込）

K-50
適応管径：φ19～100mm
￥211,200～（税込）

ケーブル残量
が

見える！
お手ごろな価

格！

革新的な
新機種が新登

場！

パワークリア
品番：59148
適応管径：φ19～38mm
￥42,570（税込）

●その他の製品情報はホームページよりご確認ください。　https://www.ridgid.jp

フレックスシャフト
（チェーン回転式ドレンクリーナー）
品番：64268　K9-102
適用管径：φ32～50mm
ケーブル径：φ6mm
ケーブル長：15.2m
￥212,300（税込）

品番：64278　K9-204
適用管径：φ50～100mm
ケーブル径：φ8mm
ケーブル長：21.3m
￥319,000（税込）

●ケーブル先端のチェーンが回転し、
  管内いっぱいに広がります！
●遠心力で詰まりを効率的に除去！
●充電式電動ドリルを使用。
  コードレスで持ち運びにも便利！

〈製品紹介動画〉

（1） 令和３年11・12月号 全　管　協　ニ　ュ　ー　ス （毎月１回発行） 第４１０号

＜第４１０号＞



　一般社団法人全国管洗浄協会は、1981年（昭和56年）６月
に「全国管クリーニング協会」として設立し、今年で40周年
を迎えました。排水管清掃業界を取り巻く環境は、時代ととも
に大きく変化し、建築物の衛生管理における排水管清掃の重要
性は年々高まっています。また、地道に適切な業務に取り組ん
できた会員の皆様の努力が、協会・業界の社会的信頼につながっ
ています。今号は、最終回として2011年〜2020年の10年間
を振り返ります。

排水管清掃業界を振り返る
4 2011年〜2020年

40周年
企画

自
然
災
害
が
多
発

す
る
時
代
に

　

２
０
１
１
年
３
月
11

日
、
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・

０
の
地
震
が
東
北
地
方
を

襲
っ
た
東
日
本
大
震
災
が

発
生
し
ま
し
た
。
５
年
後

の
２
０
１
６
年
４
月
に
は

熊
本
地
震
が
発
生
し
、
ま

た
２
０
１
８
年
の
西
日
本

豪
雨
な
ど
自
然
災
害
が
多

発
し
、
そ
の
被
害
も
激
甚

化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

２
０
２
０
年
初
め
か
ら
世

界
的
に
拡
大
し
始
め
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
は
、
い
ま
だ
に
日
常
生

活
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
２ 

０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
１
年

延
期
し
ま
し
た
。

　

国
内
で
は
自
民
党
が
政

権
に
復
帰
し
、
平
成
天
皇

の
退
位
と
年
号
が「
令
和
」

に
改
元
。
世
界
で
は
２
０ 

１
７
年
に
米
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
就
任
し
、
イ
ギ
リ

ス
が
Ｅ
Ｕ
離
脱
を
表
明
す

る
な
ど
、
世
界
情
勢
も
大

き
く
変
化
し
た
10
年
で
し

た
。

　

２
０
０
７
年
に
ｉ
Ｐ
ｈ

ｏ
ｎ
ｅ
が
発
売
さ
れ
、
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
普
及
率

は
７
割
を
超
え
、
日
常
生

活
の
必
須
ア
イ
テ
ム
と
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
「
な

で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
」
が

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
で
優
勝

（
２
０
１
５
年
）
し
、
２ 

０
１
９
年
に
は
ラ
グ
ビ
ー

ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
が
日
本

で
開
催
さ
れ
、
日
本
代
表

は
史
上
初
の
８
強
に
入
る

な
ど
、
日
本
代
表
の
活
躍

に
多
く
の
人
が
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
。

多
様
化
す
る
時
代

の
ニ
ー
ズ

　

衛
生
意
識
の
高
ま
り
や

共
働
き
の
増
加
な
ど
家
事

形
態
の
変
化
を
受
け
、
高

性
能
の
洗
剤
類
が
数
多
く

登
場
す
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
中
で
発
泡
性
の
高
い

洗
剤
や
入
浴
剤
も
見
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
集
合
住

宅
の
下
階
で
ト
ラ
ッ
プ
破

封
が
発
生
す
る
事
例
が
発

生
し
ま
し
た
。
全
管
協
で

は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
破
封
原
因
を
確
認

し
、
洗
剤
業
界
に
向
け
て

配
慮
し
て
も
ら
う
よ
う
要

請
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
新
た
な
排
水
シ
ス

テ
ム
と
し
て
、
２
０
１
５

年
に
野
村
不
動
産
・
長
谷

工
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
が
共
同
開

発
し
た
「
サ
イ
ホ
ン
排
水

シ
ス
テ
ム
」
が
実
用
化
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

重
力
式
排
水
と
比
べ
て
、

管
径
が
細
く
勾
配
が
不
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、
水
周

り
の
レ
イ
ア
ウ
ト
の
自
由

度
が
高
く
な
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
か
ら
、
マ
ン
シ
ョ

ン
で
採
用
さ
れ
る
例
も
増

え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

資
質
向
上
目
指
し

制
度
創
設

　

創
立
か
ら
30
年
が
経
過

し
、
全
管
協
で
は
会
員
の

技
術
力
と
資
質
向
上
を
目

指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
始
め
ま
し
た
。
２ 

０
１
３
年
に
は
協
会
独
自

資
格
の
「
建
築
物
排
水
管

清
掃
技
士
」
制
度
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

排
水
管
清
掃
で
標
準
的
に

提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
仕

様
の
教
育
と
、
そ
れ
ら
の

実
技
教
育
を
重
点
に
置
い

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、
特

に
集
合
住
宅
で
は
専
有
部

に
入
る
こ
と
を
踏
ま
え

て
、
標
準
的
な
作
業
ス
キ

ル
に
加
え
て
接
客
マ
ナ
ー
、

現
地
調
査
か
ら
ア
フ
タ
ー

サ
ー
ビ
ス
保
証
範
囲
な
ど

も
含
め
て
い
ま
す
。
２
０ 

１
９
年
に
は
認
定
期
限
切

れ
に
伴
う
再
講
習
も
実
施

し
、
現
在
ま
で
に
合
格
者

数
９
０
０
人
（
10
月
末
時

点
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
に
策
定
し

た
中
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
会

員
・
組
織
強
化
だ
け
で
な

く
業
界
発
展
に
貢
献
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
各
委
員
会
の
活
動
や

対
外
的
な
働
き
か
け
に

よ
っ
て
、
排
水
管
清
掃
業

の
地
位
向
上
に
も
取
り
組

み
、
現
在
は
第
２
期
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
推
進
中

で
す
。
ま
た
、
先
に
創
設

し
た
「
建
築
物
排
水
管
清

掃
技
士
」
発
足
に
伴
い
、

協
会
独
自
の
事
業
者
認
定

制
度
「
建
築
物
排
水
管
清

掃
優
良
事
業
者
認
定
制

度
」
も
創
設
。
２
０
１
８

年
３
月
か
ら
認
定
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
ビ
ジ
ョ
ン
で

は
、
会
員
組
織
強
化
策
と

し
て
会
員
３
０
０
社
達
成

（
今
年
度
も
増
強
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
実
施
中
）
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍

で
、
排
水
管
清
掃
業
が

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
と
し
て
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
こ
と
が
再

認
識
さ
れ
ま
し
た
。
全
管

協
で
は
、
会
員
向
け
の
資

格
・
認
定
制
度
を
含
む
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
じ

て
、
社
会
的
役
割
を
担
う

排
水
管
清
掃
業
者
を
支
援

し
、
業
界
発
展
に
寄
与
し

て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て

お
り
、
そ
れ
が
会
員
メ

リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う
今
後

も
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

全国管洗浄協会 40年のあゆみ　④ 2011 ～ 2020 年
年月日 協会の歩み 関連行政 ・ 法体制

2011 年

（平成 23 年）

（５月） 東日本大震災により第 9 回定

時社員総会 ・ 創立 30 周年記念式典

を中止。 新理事長に上之原靖氏を選

出

（７月） マンション標準管理規約改訂、 マンショ

ンの修繕積立金に関するガイドライン公表

2012 年

（平成 24 年）

（11 月） 海外視察を実施 （ベトナム）　 （９月） 建築基準法施行令改正 （防災備蓄倉

庫等の容積率緩和、 既存不適格建築物の増

改築時の構造規定緩和）

2013 年

（平成 25 年）

（１月） 所在地を東京都港区 （現住所）

へ移転

（４月） （財） ビル管理教育センターが公益財

団法人に移行し 「日本建築衛生管理教育セン

ター」 に改称

（12 月） 「建築物排水管清掃技士」

創設。 第１回資格講習会を横浜で開

催

（10 月） 全国ビルメンテナンス協会主催の展

示会 「ビルメンヒューマンフェア’ 13」 に出展

2014 年

（平成 26 年）

（４月） 厚生労働省 「水質基準に関する省令」

が一部改正

（６月） 建築基準法改正 （木造建築関連基準

見直し、 定期調査 ・ 検査報告制度強化、 新

技術認定制度の創設など） ／マンションの建

替えの円滑化に関する法律の一部改正／マン

ション敷地売却ガイドライン作成

2015 年

（平成 27 年）

（７月） 建築物のエネルギー消費性能の向上

に関する法律公布

2016 年

（平成 28 年）

（４月） 会員数 212 社／会員増強キャ

ンペーン ： 6 月 30 日までの期間中 18

社入会

（３月） マンション標準管理規約 ・ 同コメント改

正

2017 年

（平成 29 年）

（３月） （一財） 建築保全センター発

行の 「建築保全業務共通仕様書及び

同解説」 に排水管清掃の項目追加目

指し、 国土交通省、 （一財） 建築保

全センター、 （公社） 全国ビルメンテ

ナンス協会、 （一財） 建築物管理訓

練センターと勉強会を開催

（４月） 建築衛生管理中央団体協議会に齊藤

常務理事、 藤木事務局長が参加

2018 年

（平成 30 年）

（３月） 第１回目の優良事業者認定で

９社を認定

（12 月） （一社） 建築保全センター発行の 「平

成 30 年度版 建築保全業務共通仕様書及び

同解説」 に排水管清掃の項目が追記（６月） 会員増強キャンペーンを６～８

月に実施し 18 社入会

（８月） 西日本豪雨災害に対する義援

金を受付。 34 件 84 万円が寄せられ

全額を 4 社の被災会員様に送金

2019 年

（平成 31 年）

（１月） 第 2 回目の優良事業者認定

で計 10 社を認定

（４月） 会員数 236 社／建築物排水

管清掃技士 （資格有効期間更新） 再

講習スタート。 第 2 期アクションプラン

開始

2020 年

（令和 2 年）

新型コロナウイルス感染拡大に伴い、

排水管清掃の予防処置の重要性など

について情報を発信

（６月） マンション管理の適正化の推進に関す

る法律及びマンションの建替え等の円滑化に

関する法律の一部改正 （2022 年４月施行）

　当協会は2021年６月に創立40周年を迎えました。
これまで以上に協会活動を推進し、安全で快適な衛
生環境の提供と、排水管洗浄業界の社会的地位の確
立を目指していくため、現在「会員増強キャンペー
ン」を実施中です。詳細はホームページまたは当協
会事務局までお問い合わせください。

会員増強キャンペーン実施中！
−期間中は入会金が０円−

2021年５月１日〜2022年２月28日

（2）令和３年11・12月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４１０号



新役員登場！
　2021年５月28日に開催した第19回定時総会で
役員改選が行われ、2021・2022年度の新役員体
制がスタートしました。新役員（理事・監事）と
新支部長をご紹介します。

大野 隆次理事
株式会社環境管理センター

常務取締役

　この度理事に就任させていただきました、大野で
す。
　管洗浄業界の一流の方々の中で自分が努めていく
ことに大変恐縮ではございますが、協会と業界の発
展に貢献できるようにしていきたいと存じます。

仕事へのこだわり：�お客様から見えないところの部
分を清掃するので、その分礼儀・
挨拶・態度が重要であると思い
ます。

大阪・福岡で開催 新規28人
が受講

建築物排水管清掃技士資格講習

　

両
会
場
と
も
、
１
日
目

の
午
前
中
に
座
学
が
行
わ

れ
、「
環
境
衛
生
」
に
つ
い

て
は
大
阪
会
場
が
足
立
伸

一
氏
（
公
益
財
団
法
人
日

本
建
築
衛
生
管
理
教
育
セ

ン
タ
ー
関
西
支
部
次
長
）、

福
岡
会
場
が
齊
藤
秀
樹
氏

（
同
セ
ン
タ
ー
業
務
部
部

長
）、「
排
水
設
備
概
論
」

を
明
治
大
学
の
坂
上
恭
助

名
誉
教
授
、「
建
築
物
排
水

管
清
掃
技
士
業
務
仕
様
基

準
」
は
、
多
治
見
昭
彦
氏

（
当
協
会
専
務
理
事
）
が

講
師
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

座
学
に
つ
い
て
は
、
排

水
管
清
掃
に
関
連
す
る
建

築
物
衛
生
法
（
建
築
物
に

お
け
る
衛
生
的
環
境
の
確

保
に
関
す
る
法
律
）
の
成

り
立
ち
や
経
緯
、
排
水
の

仕
組
み
か
ら
排
水
設
備
の

構
造
、
最
新
の
技
術
動
向

に
つ
い
て
学
ぶ
と
と
も

に
、
実
務
に
お
い
て
重
要

と
な
る
事
前
調
査
・
報
告
、

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
、
接

客
マ
ナ
ー
に
至
る
排
水
管

清
掃
業
者
と
し
て
の
基
本

を
学
ぶ
内
容
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

１
日
目
午
後
と
２
日
目

に
は
、
室
内
枝
管
、
共
用

管
、
ワ
イ
ヤ
清
掃
、
内
視

鏡
の
４
課
題
に
つ
い
て
、

模
擬
配
管
に
よ
る
実
技
講

習
を
行
い
ま
し
た
。
指
導

員
に
は
技
術
委
員
に
加
え

て
、
大
阪
会
場
は
近
畿
支

部
、
福
岡
会
場
は
九
州
支

部
か
ら
も
応
援
が
入
り
、

丁
寧
な
指
導
を
行
い
ま
し

た
。
受
講
者
も
指
導
員
の

模
擬
実
技
や
テ
キ
ス
ト
を

参
考
に
、
熱
心
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。
最
後
に

効
果
判
定
を
行
い
、
無
事

に
す
べ
て
の
受
講
者
が
合

格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

ま
た
、会
場
で
は
技
術
・

機
器
展
示
会
を
併
設
し
、

ア
サ
ダ
㈱
、
㈱
カ
ン
ツ
ー

ル
、㈱
シ
ン
シ
ョ
ー
、日
本

エ
マ
ソ
ン
㈱
プ
ロ
フ
ェ
ッ

シ
ョ
ナ
ル
ツ
ー
ル
事
業

部
、㈱
マ
ル
ナ
カ
、レ
ッ
キ

ス
工
業
㈱
の
６
社（
五
十

音
順
）が
出
展
し
ま
し
た
。

　

当
協
会
は
２
０
２
１
年

度
第
２
回
理
事
会
を
９
月

８
日
午
後
２
時
よ
り
、
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
形
式
で
開
催
し

ま
し
た
。
上
之
原
靖
理
事

長
を
議
長
に
選
任
後
、
①

役
員
選
任
規
程
②
理
事
候

補
者
選
任
時
の
誓
約
書
③

会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

④
規
程
類
の
資
料
配
布
な

ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し

た
。

◇
役
員
選
任
規
程

　

役
員
選
任
規
程
５
条

（
支
部
に
よ
る
理
事
候
補

者
の
資
格
・
資
質
の
精
査

義
務
）
に
つ
い
て
、
支
部

に
お
け
る
理
事
候
補
者
の

確
認
作
業
の
統
一
化
に
つ

い
て
、事
務
局
よ
り
説
明
。

支
部
手
続
き
簡
略
化
の
一

環
と
し
て
総
務
委
員
会
・

支
部
活
性
化
委
員
会
で
協

議
・
提
案
さ
れ
た
「
理
事

候
補
者
に
よ
る
誓
約
書
の

記
入
・
提
出
」
に
お
け
る

誓
約
書
内
容
に
つ
い
て
協

議
。
誓
約
書
は
、
新
任
・

再
任
問
わ
ず
全
理
事
に
提

出
を
求
め
る
こ
と
を
承

認
。

◇
会
員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
　

現
在
の
進
捗
状
況
と
、

メ
ー
カ
ー
（
賛
助
会
員
）

の
協
力
体
制
に
つ
い
て
、

　

建
築
物
排
水
管
清
掃
技

士
の
有
効
期
限
は
受
講
か

ら
６
年
で
す
が
、
昨
年
２

月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
に
伴

い
２
０
２
０
年
度
の
再
講

習（
座
学
）が
中
止
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
２
０
２
０

年
６
月
〜
２
０
２
２
年
１

月
末
ま
で
の
有
効
期
限
と

な
っ
て
い
る
技
士
に
つ
い

て
は
、
特
別
措
置
と
し
て

２
０
２
２
年
３
月
末
ま
で

有
効
期
限
を
延
長
し
て
い

ま
す
。

　

当
協
会
技
術
委
員
会
で

は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
習
の

実
施
に
向
け
準
備
を
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
た

び
座
学
講
習
の
撮
影
が
終

了
し
、
参
加
条
件
や
参
加

に
伴
う
シ
ス
テ
ム
整
備
が

完
了
。
第
１
回
目
の
オ
ン

ラ
イ
ン
再
講
習
を
、
２
０ 

２
１
年
12
月
14
日
に
開
催

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
２ 

０
１
４
〜
２
０
１
５
年
の

北
海
道
会
場
の
受
講
者
で

す
。
今
後
の
対
象
地
域
・

受
講
者
に
つ
い
て
は
、
決

定
次
第
、
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
告
知
し
て
い
き

ま
す
。

総
務
委
員
会
・
支
部
活
性

化
委
員
会
・
広
報
委
員
会

で
検
討
し
た
具
体
案
を
事

務
局
よ
り
報
告
。
常
務
理

事
会
で
調
整
会
議
を
行
い

推
進
し
て
い
く
こ
と
を
確

認
し
、
当
会
役
員
・
各
支

部
に
協
力
要
請
を
行
う
こ

と
な
ど
を
承
認
。

◇
規
程
類
の
整
備

　

各
種
規
程
類
の
役
員
へ

の
配
布
に
つ
い
て
、
協
会

で
定
め
る
全
規
程
書
類
を

理
事
・
監
事
に
配
布
（
９

月
中
旬
）
す
る
こ
と
を
承

認
。

◇
休
業
補
償
プ
ラ
ン
制
度

　

全
国
中
小
企
業
団
体
中

央
会
が
提
供
す
る
「
休
業

補
償
プ
ラ
ン
制
度
」（
東

京
海
上
日
動
火
災
保
険

㈱
）
の
導
入
を
承
認
（
詳

細
は
次
号
以
降
で
紹
介
）。

役
員
選
任
規
程
・
誓
約
書
の
対
応
な
ど
協
議

２
０
２
１
年
度
第
２
回
理
事
会

　

当
協
会
は
10
月
14
・
15
日
に
大
阪
府
東
大
阪
市
の
東
大
阪

人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
同
28
・
29
日
に
福
岡
県
飯
塚
市
の

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
飯
塚
で
、
２
０
２
１
年
度
第
２
・
３
回

目
の
建
築
物
排
水
管
清
掃
技
士
資
格
講
習
を
実
施
し
ま
し

た
。
大
阪
会
場
で
は
新
規
受
講
者
15
人
、
福
岡
会
場
で
は
13

人
が
受
講
し
ま
し
た
。

現場を想定し丁寧にアドバイスし
ながら行う実技講習（福岡会場）

排水管清掃の基礎・技術情報を解
説する座学（大阪会場）

足
立
講
師

（
大
阪
会
場
）

齊
藤
講
師

（
福
岡
会
場
）

多
治
見
講
師

坂
上
講
師

12
月
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
再
講
習
を
実
施

総
務
委
員
会

　

第
４
回
会
合
を
10
月
12

日
午
後
２
時
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
形
式
で
開
催
。
役
員

選
任
規
程
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
常
務
理
事
会
か
ら

年
齢
表
記（
第
５
条
４
項
）

を
満
年
齢
に
す
る
提
案
が

あ
っ
た
こ
と
を
受
け
協

議
。
年
齢
表
記
は
現
状
維

持
と
し
、「
就
任
時
」を「
選

任
時
」
と
の
定
款
表
記
に

統
一
す
る
修
正
案
を
承

認
。
ま
た
、
支
部
規
程
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、
副

支
部
長
の
表
記
を
明
確
化

し
（
第
６
条
）、
そ
の
役

割
を
追
加
す
る
形
で
修
正

（
同
条
５
項
、
６
項
）
す

る
こ
と
を
承
認
、
理
事
会

に
上
程
す
る
こ
と
を
決

定
。「
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
協

会
活
動
」
の
協
会
統
一
見

解
（
会
議
関
連
は
２
０
２ 

２
年
１
月
ま
で
Ｗ
ｅ
ｂ
会

議
形
式
、
懇
親
会
関
連
は

年
内
見
送
り
、
年
明
け
か

ら
状
況
判
断
）
を
申
し
合

わ
せ
。

　

こ
の
ほ
か
、
①
会
員
増

強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
具
体

策
（
継
続
審
議
）
②
災
害

発
生
時
の
見
舞
金
（
対
象

を
激
甚
災
害
指
定
地
域
に

決
定
、
支
給
額
は
継
続
審

議
）
に
つ
い
て
協
議
。

支
部
活
性
化
委
員
会

　

第
２
回
会
合
を
９
月
７

日
午
後
１
時
半
よ
り
Ｗ
ｅ

ｂ
会
議
形
式
で
開
催
。
①

副
支
部
長
の
委
員
会
参
加

（
支
部
長
か
ら
直
接
依
頼

す
る
こ
と
を
承
認
）
②
各

支
部
活
動
報
告
③
支
部
規

程
の
見
直
し
（
副
支
部
長

の
役
割
な
ど
の
追
加
を
承

認
、
総
務
委
員
会
に
再
提

案
を
決
定
）
④
役
員
選
任

規
程
の
見
直
し
（
誓
約
書

提
出
先
な
ど
に
つ
い
て
協

議
。
修
正
案
を
総
務
委
員

会
に
再
提
出
す
る
こ
と
を

決
定
）
⑤
会
員
増
強
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
取
り
組
み

（
メ
ー
カ
ー
と
の
協
力
に

つ
い
て
、
広
告
面
で
の
対

応
な
ど
を
提
案
。
再
度
、

支
部
要
望
と
し
て
理
事
会

に
上
程
す
る
こ
と
を
承

認
）な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

技
術
委
員
会

　

第
３
〜
５
回
会
合
を
Ｗ

ｅ
ｂ
会
議
形
式
で
開
催
。

10
月
以
降
の
建
築
物
排
水

管
清
掃
技
士
資
格
講
習
の

当
日
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
役

割
分
担
、
同
資
格
再
講
習

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
、
２ 

０
２
２
年
１
月
開
催
予
定

の
建
築
物
衛
生
管
理
全
国

大
会
・
研
究
集
会
の
発
表

内
容
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

10
月
20
日
に
開
催
し
た

第
５
回
会
合
で
は
、
技
士

資
格
講
習
の
大
阪
会
場
の

状
況
を
振
り
返
り
、
①
指

導
内
容
の
追
加
項
目
（
置

き
型
ワ
イ
ヤ
の
清
掃
方

法
、フ
ッ
ト
バ
ル
ブ
な
ど
）

②
講
習
終
了
後
の
撤
退
作

業
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
対

応
策
を
と
り
ま
と
め
た
。

座
学
テ
キ
ス
ト
の
内
容
見

直
し
も
検
討
。

　

技
士
資
格
再
講
習
に
つ

い
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講

習
の
準
備
状
況
を
確
認
。

事
務
局
か
ら
受
講
者
へ
の

送
付
案
内
案
、
動
画
撮
影

終
了
な
ど
の
報
告
・
説
明

を
受
け
た
上
で
、
①
配
信

方
法
②
受
講
者
の
出
欠
確

認
方
法
・
理
解
度
テ
ス
ト

③
当
日
の
質
問
へ
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
協
議
。

広
報
委
員
会

　

第
２
回
会
合
を
９
月
14

日
午
後
２
時
よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ

会
議
形
式
で
開
催
。
①
会

員
増
強
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

「
全
管
協
ニ
ュ
ー
ス
」
の

活
用
案
（
広
告
掲
載
、
記

事
紹
介
な
ど
）
②
創
立
40

周
年
記
念
企
画
（
対
談
・

鼎
談
の
企
画
進
捗
状
況
、

別
刷
り
検
討
な
ど
）
③
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
連
載
企
画
（
記
事

サ
ン
プ
ル
例
の
提
示
、
掲

載
時
期
決
定
）
④
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
会
員
専
用
ペ
ー

ジ
の
充
実
化
な
ど
に
つ
い

て
協
議
。

東
北
・
北
関
東
支
部

幹
事
会

　

９
月
17
日
午
後
１
時
半

よ
り
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
形
式
で

開
催
。
11
月
の
建
築
物
排

水
管
清
掃
技
士
資
格
講
習

（
埼
玉
会
場
）
の
対
応
に

つ
い
て
確
認
。
会
員
増
強

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

は
、
支
部
管
内
で
幹
事
会

を
開
催
し
、
新
入
会
員
と

の
顔
合
わ
せ
を
行
う
な
ど

の
案
が
提
案
さ
れ
、
検
討

す
る
こ
と
を
決
定
。

委
員
会
活
動
報
告
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株
式
会
社
照
輝

　

弊
社
は
、
建
物
総
合

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
業
産
業

廃
棄
物
処
理
、
害
虫
駆

除
、
防
災
設
備
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
、
建
物
管
理

の
24
時
間
対
応
な
ど
の
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
２
０
０ 

２
年
１
月
に
「
照
輝
ク

リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス
」
を
開

た
。

　

目
標
は
「
Ａ
ｌ
ｗ
ａ
ｙ

ｓ 

ｔ
ａ
ｋ
ｅ 

ｉ
ｎ 

ｎ 

ｅ
ｗ 

ｔ
ｈ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
」。

「
新
し
い
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
追
求
し
続
け
る
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、
業
務
に

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
社
員
数
は
１
６
４

人
。
一
人
ひ
と
り
が
自

分
の
仕
事
を
理
解
し
、

役
割
を
把
握
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
優
秀
な
人

材
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と

自
負
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
９
月
に
入
会
し

た
ば
か
り
で
す
が
、
今

後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

【
株
式
会
社
照
輝
】
代

表
取
締
役
：
坂
中
康
二
、

〒
１
４
４-

０
０
５ 

６
、
東
京
都
大
田
区
西

六
郷
２-

22-

４　

ニ

シ
サ
コ
ビ
ル
１
階
、
電

話
０
３-
３
７
３
３-

７
８
９
９

　

◇
新
入
会
員（
敬
称
略
）

【
近
畿
支
部
】

　

▽
大
喜
工
業
㈱
：〔
10

月
入
会
〕代
表
者
＝
川
㟢

晶
弘（
代
表
取
締
役
）。住

所
＝
〒
５
６
６-

０
０
７ 

３
、大
阪
府
摂
津
市
鳥
飼

和
道
２-

８-

１
１
、Ｔ
Ｅ

Ｌ
０
７
２-

６
５
３-

３
４ 

０
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
７
２-

６
５
３-

４
５
１
６

【
中
国
・
北
陸
支
部
】

　

▽
ア
イ
エ
ム
高
圧
洗
浄

㈱
：〔
10
月
入
会
〕代
表
者

＝
今
井
日
出
男（
代
表
取

締
役
）。住
所
＝
〒
４
５
５

-

０
０
１
４
、愛
知
県
名
古

屋
市
港
区
港
楽
２-

２-

３
、Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
５
２-

６
５ 

３-

１
３
７
５
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０ 

５
２-

６
５
３-

１
３
７
２

【
東
北
・
北
関
東
支
部
】

　

▽
㈱
ヴ
ィ
ジ
ッ
ト
：

〔
10
月
入
会
〕代
表
者
＝
瀬

戸
鐵
雄（
代
表
取
締
役
）。

住
所
＝
〒
３
２
９-

２
７ 

３
２
、栃
木
県
那
須
塩
原

市
一
区
町
３
１
７-

６
５
、

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
８
７-

４
６-

６
２
４
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
：
０ 

２
８
７-

４
６-

６
２
４
８

　

▽
エ
ー
ス
工
業
㈱
：

〔
11
月
入
会
〕代
表
者
＝
石

川
京
子（
代
表
取
締
役
）。

住
所
＝
〒
３
３
５-

０
０ 

０
４
、埼
玉
県
蕨
市
中
央

１-

３
５-

３　

松
田
ビ
ル

３
階
、Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
４
８-

４
３
１-

９
１
６
１
、Ｆ
Ａ

Ｘ
０
４
８-

４
３
１-

９
１ 

６
４

　

◇
事
務
所
移
転

【
中
国
・
四
国
支
部
】

　

▽
㈱
リ
バ
ー
ウ
エ
ス

ト
：
〒
７
０
１-

０
３
０ 

１
、岡
山
県
都
窪
郡
早
島

町
矢
尾
５-

１

会
員
だ
よ
り

　

当
協
会
の
南
関
東
支
部

（
浅
田
良
成
支
部
長
）
と

東
京
支
部
（
西
川
昌
樹
支

部
長
）、
東
北
・
北
関
東

支
部（
関
根
英
明
支
部
長
）

は
10
月
21
日
、
賛
助
会
員

の
㈱
カ
ン
ツ
ー
ル
の
松
戸

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

（
千
葉
県
松
戸
市
）
の
合

同
見
学
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
伴
う
緊
急
事
態
宣
言

解
除
を
受
け
、
久
し
ぶ
り

と
な
る
支
部
活
動
に
、
総

勢
27
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

松
戸
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
は
、
２
０
２
０
年
10

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か

り
の
新
社
屋
。
隣
接
す
る

倉
庫
で
は
、
製
品
の
操
作

性
や
性
能
を
確
認
す
る
検

査
室
を
完
備
す
る
と
と
も

に
、
建
屋
下
に
は
検
査
・

デ
モ
用
の
上
下
水
管
を
敷

設
し
、
地
上
デ
モ
配
管
設

備
と
合
わ
せ
て
、
敷
地
全

体
を
有
効
活
用
し
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。

　

見
学
会
で
は
、
自
走
式

カ
メ
ラ
や
新
開
発
ノ
ズ
ル

の
デ
モ
実
演
に
加
え
、
開

発
中
の
排
水
管
掃
除
口
、

ワ
イ
ヤ
ー
清
掃
の
仕
組
み

を
ベ
ー
ス
に
し
た
管
内
塗

装
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
紹

介
。
実
務
に
直
結
す
る
内

21
年
度
建築物排水管清掃作業
従事者研修 [大阪 ]

大阪会場　41人 2021年９月２日
大阪ビルメンテナンス協会研修室（大阪府大阪市）

１．建築物衛生法と関係法令および
　　排水管清掃作業の安全と衛生 山下　貴之講師

（一社・全国管洗浄協会理事）２．排水設備概論
３．点検診断・検査
４．排水設備の清掃実務および
　　清掃機器の使用方法 長谷　大講師

（一社・全国管洗浄協会）
５．業務管理一般論

講
義
の
様
子

長
谷
講
師

山
下
講
師

南
関
東
／
東
京
／
東
北
・
北
関
東
支
部
合
同
企
画

自
走
式
管
内
カ
メ
ラ
の
実
演

実
際
の
動
き
方
を
見
な
が
ら
、
質
問
も
相
次

い
だ
見
学
会

カ
ン
ツ
ー
ル
・
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
を
見
学

建
屋
非
常
階
段
横
の
デ
モ
配

管
で
の
実
演

す
る
オ
ゾ
ン
ミ
ス
ト
は
、

オ
ゾ
ン
が
水
に
溶
け
込
ん

だ
状
態
な
の
で
安
全
性
に

優
れ
、
１
日
中
使
用
し
て

も
オ
ゾ
ン
特
有
の
臭
い
も

ほ
と
ん
ど
し
ま
せ
ん
。
電

気
と
水
で
稼
働
し
、
加
湿

し
な
が
ら
臭
い
や
ウ
イ
ル

ス
に
直
接
作
用
す
る
の

で
、
空
気
を
清
潔
に
保
つ

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

感
染
予
防
対
策
と
し

て
、
飲
食
店
な
ど
の
店
舗

や
オ
フ
ィ
ス
、
学
校
な
ど

へ
の
導
入
を
想
定
し
て
い

ま
す
。

　

㈱
マ
ル
ナ
カ
は
、
オ
ゾ

ン
ミ
ス
ト
発
生
器
「
ミ
ナ

ノ
ス
」
を
発
売
し
ま
す
。

　

同
製
品
は
、
ウ
イ
ル
ス

不
活
化
と
消
臭
、
加
湿
の

３
機
能
を
搭
載
し
て
い
る

こ
と
が
特
徴
で
す
。
発
生

オゾンミスト発生器
「ミナノス」

――マルナカ

電
子
帳
簿
保
存
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
！

�

来
年
１
月
か
ら
対
応
義
務
化
に

　

改
正
「
電
子
帳
簿
保
存

法
」
が
来
年
１
月
か
ら
施

行
さ
れ
ま
す
。
帳
簿
書
類

を
電
子
的
に
保
存
す
る
際

の
手
続
な
ど
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

釣り・ゴルフ・野球が
趣味の社長の坂本で
す！ 

容
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

製
品
に
関
す
る
質
問
も
相

次
ぎ
、
活
気
あ
る
見
学
会

と
な
り
ま
し
た
。

業
後
、
２
０
１ 

３
年
１
月
に

「
㈱
照
輝
」
を

設
立
し
ま
し

（4）令和３年11・12月号全　管　協　ニ　ュ　ー　ス（毎月１回発行）第４１０号


